













う結論が出された｡ 本来､ 自律的学習者育成における教員の役割は ｢ファシリテーター｣ や
｢情報提供者｣ であり､ 授業内に行う個別カウンセリングの目標は学生の内発的モティベーショ
ン (	
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を考察した｡ クラス全体の !模擬テストスコアの上昇からは､ モデリングが学習成果によい影




	(1971) による ｢社会的学習理論｣ の
定義づけから､ モデリングは､ 他者の行動を模倣することで学習者が自分の行動を修正､ 確立
していくことと定義されるようになった｡ モデリングの過程において､ 学習者が直接強化され
なくても､ 他学習者の行動を観察・学習することで､ 学習者自身の強化も可能となる｡ モデリ
ングの方法として､ 具体的には､ 前回の研究報告で提案した ｢自分の学習計画､ 結果を他の学
生の前で報告させたり｣､ ｢学習成功者に体験談を報告させたりすること｣ (村上､ 水本､ 2011)




調査の被験者は､ Ｈ24年度 ｢初級｣ クラス17名､ ｢中級｣ クラス８名､ このう
ち２名は両クラスを受講している｡ 前期 (15回) のうち､ 個別カウンセリングを月に１回､ 合
計４回実施した｡ また､ 今回の調査目標であるモデリングの一環として､ 学生それぞれが自分
の学習計画､ 学習成果､ 反省点などを発表する機会を設けた｡ 授業初回と授業最終回に学習ス
トラテジーアンケートを､ 授業最終回にはモデリングに関する項目を新たに加えた授業アンケー
トも行い､ カウンセリングへの考え､ 自宅での学習時間の変化についても調査した｡ また､ 前
年度に引き続き､ テキスト付属のオンライン学習教材の模擬テストを用い､ 英語学習
の成果を評価した｡ なお､ 授業アンケート､ 学習ストラテジーアンケート､ カウンセリングシー




てた｡ さらに､ 各学生に ｢計画通りに学習できたかどうか｣ ｢計画通りに学習できなかった理
由｣ に加え､ モデリング活動として ｢有効だと思われる学習方法｣ について､ なるべく客観的
に ｢検証 (ふりかえり)｣ を行いながら発表する機会を与えた｡ ｢検証 (ふりかえり)｣ は通常
は個別カウンセリング概念の一要素であるが (村上､ 水本､ 2010)､ クラスメイトの前で行う









前期授業最終回に ｢授業アンケート｣ を行い､ 個別カウンセリングへの感想も含め､ 学生に





















● 一人一人違った勉強のしかただと思ったことと､ 私が気づかず､ していなかった勉強方法な
どを知って実践してみようと思った｡
● みんな頑張って勉強していると思って､ 自分も頑張らないといけないと思いました｡



















えているようだった｡  (1998) は､ 学生と同年齢の仲間に近いお手本の望ましい
態度や実践をモデリングのために活用することを示唆している｡ 年齢的にも社会的地位におい
ても差がある教師からのアドバイスよりも､ 同じクラスで一緒に学んでいるクラスメイトの学





次に､ モデリングによる学習ストラテジーの数値の変化について調査した｡ 特に､ Ｈ22年度
からの研究課題である ｢メタ認知能力｣ に対して､ モデリングの影響はあったのだろうか｡
メタ認知の数値変化に関しては､ 特に期待したような変化は見られなかった｡ しいて挙げる
ならば､ ｢インプットに触れる機会､ 対話をする機会､ アウトプットする機会を積極的に作っ
ている｣ の項目に関しては､ 両クラスともに若干上昇した｡ これが､ モデリングにおいて､ 学













自分の英語力がどの程度なのか､ 英語試験を受けて確認している｡ －010 －057
する方法) に影響を受けた結果だとしたら興味深い｡
さらに､ 筆者が注目したのは､ 社会的ストラテジーである｡




























生の最低点と最高点の差を計算した (表３)｡ 最高点から最低点を引いた差､ つまり学習の成
果は､ 初級クラス129､ 中級クラス113と､ 両クラスとも100点以上の上昇が見られた｡ また､
初級・中級クラスそれぞれの最低点､ 最高点を比較すると中級クラスの方が全体的に点数が高






わからないことがあったときには､ 教師やほかの人に助けてもらう｡ －005 014







初級クラス 176 305 129
中級クラス 254 367 113
＊小数点以下繰り上げ
個別カウンセリングによる自律的学習者育成の試み 英語授業実践報告 (３)
２. ２ 模擬テスト (学生事例)
授業アンケートで何人かが指摘している














の授業内に受験し､ その結果は中級クラスでも併用することにしていた｡ 受験日は原則､ 決め
られた日の授業時間内と定めていたが､ その日に欠席したり､ 授業時間内に解答できなかった




達していけると思う｣ と認めた一方で､ ｢でも､ それ (計画的学習) をちゃんと実行できるよ
うになるためにはある程度強く意志を持たないと難しいと思う｣ と､ モティベーション維持の
難しさを指摘している｡ さらには､ ｢もっと本気で計画的に勉強していきたい！｣ と今後への




本学は､ 建学の精神として ｢自学自習｣､ ｢情操陶冶｣ を掲げています｡ これは､ 本学園創
立の最大の功労者である杉野精造が提唱したものです｡ 杉野は､ ｢学校とは教校ではなく




受験日 合計点 リスニング リーディング
4
12 350 140 210
5
14 315 215 100
6
11 525 325 200
＜表５ 学生のスコアの変化＞
受験日 合計点 リスニング リーディング
5
24 275 220 55
6
14 395 235 160
7
9 515 310 205
いうまでもなく 『論語』 の冒頭文にある ｢学びて時にこれを習ふ｣ を出典に､ 本学園はこ
の ｢学習｣ を ｢自学自習｣ とし､ よりいっそう自力的で積極的な､ 自ら進んで学習する姿
勢を鮮明に主張するものです｡ また､ ｢情操陶冶｣ は､ この ｢自学自習｣ の精神を受け､




とを期待するのは難しいのかもしれない｡ しかし､ 本学の建学の精神である ｢自学自習｣ を英
語学習という形で身を以て体験できたという点ではモデリングも含めた自律的学習者育成の意








にすぎない｡ 教員から賞賛され､ 認められるというのは外発的報酬であり､ それに動機づけさ
れるのが外発的モティベーションである｡ 今回の調査で目標としたのは､ 学生の内発的モティ
ベーションの向上であり､ 外からは与えることのできない達成感や成長感､ 学習の楽しみ､ 自
己実現を得られることなのである｡ テストのスコアアップを外発的報酬とみるか､ 内発的報酬
とみるかは意見の分かれるところであるが､ よい成績をとるためにスコアアップを目指すのか､
あるいは自分の将来のため､ 自己実現のために目指すのかが､ 判断の基準であると言える｡ 学
習成功者の体験談と頑張りに影響を受けることで､ 自分も頑張りたいという､ 自分の内から発
せられる ｢気づき｣ こそ､ 内発的モティベーションである｡ 今後は､ 学習成功者による体験談
を英語学習アドバイス集としてまとめたりしながら､ モデリングをより効果的に授業に取り入
れていきたい｡
また､ さらに学習成果を上げるために､ 社会的ストラテジーにも関連する､ 協同学習を取り
入れた授業展開も考えられる｡ 最後に示した図１は､ 授業の手法と指導内容の定着度の関連を
表した学習ピラミッドである｡
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図１ 学習ピラミッド
